
投与

方法

投 与 量

(mgな g(権∋

試料採取

時間

試

料

性

別

親化

合物
代謝物

単回

経口
投与後

24時 間

尿

雄
741 B(135)、  G(56)、  Z(12)、 D(く 06)

F(く06)

lll
793 B(86)、  G(61)、  Z(07)D(く 07)

F(く07)

糞

雄
977 Z(09)、  B(08)、  G(06)、  D(03)

F(く02)

1唯
965 Z(11)、  B(06)、  D(03)、  G(02)

F(く02)

反復

経 口

最終

投与後

24時 間

尿
雄 761 B(119)、 E(95)、 未 同定代謝物 2(24,

雌

糞
雄 850

B(65)、 E(18)、 未 同定代謝物 2(35)

未 同定代謝物 1(31)

すll 825 B(93)、 E(44)、 未 同定代謝物 2(40)
単 回

静派内
2

投 与後

24時 間

尿 雄 874 B(122)、 未 同定代謝物 2(06)

糞 雄 841 Z(86)、  D(47)、 B(21)

表 3 尿及び糞中における代謝物 (%TRR)

④ 排泄

Wistarラ ッ ト (一群雌雄各 5匹 )に 14c.グ ルホシネー トを 2 mg/kg体

重で単回経 口投与若 しくは単回静脈内投与 し、Wistarラ ッ ト (雌雄各 12

匹)に 1,C‐ グルホシネー トを 500 mg/kg体 重で単回経 日投与 し、又 は

Wistarラ ッ ト (雌雄各 10匹 )に 非標識のグルホシネー トを 2 mg/kg体

重で 14日 間反復経 口投与 した後、 15日 日に標識体を単回経 口投与 して、

尿及び糞中ll泄試験が実施 された。

尿及び糞中排泄率は表 4に 示 されている。

静脈 内投与群では、主要排泄経路は雌雄 ともに尿中であった。排泄は速

やかであ り、投与後 48時間で 70%TAR以 上が尿中に排泄 された。一方、

糞 中排泄率は低 く、胆汁中lJF泄 は少ないもの と考えられた。いずれの経 H

投与群 においても、主要排泄経路は雌雄 ともに糞中であり、静脈内投与時

にも大部分が尿中に回収 され、胆汁中排泄が少ないことか ら、経 口投与 さ

れた放身1能 の大部分は吸収 され ることなく、胃腸内を通過 したと考えられ

た。尿中排泄率は低かった。排泄は速やかであ り、単回投与群では投与後

48時 間で 70～ 80%TAR以 上、反復投 与群では最終投与後 24時 側1で

85%TAR以上が排泄 された。呼気中に放射能は検出 されなかった。 (参 サ照

2)

(2)ラ ッ ト (親化合物、経皮投与 )

Wistarラ ッ ト (一 群雄 28匹 )に 14c‐ グルホシネー トを 12、 116及 び

1,220 μg/cm2で 経皮投与 して動物体内運命試験が実施 された。処理 05、

1、 2、 4、 10、 24及 び 72時 間後に組織 等の試料が採取 された (処理 2時

間後以降は、皮膚刺激性が認 め られたため、処理部位 はガーゼで覆 って

保護 された )。

尿及び糞中排泄物、各組織 、カーカス2並 びにケージ洗浄液か ら算出 さ

れた吸収量は 10～ 163%TARで あった。また、皮膚か らの吸収には用量

相関性が認め られた。処理部位 を覆 つたガーゼか らは、処理 24及 び 72

時間後 に高い残留放射能 (122～ 348%,TAR)が認 め られた。

各投与群 にお ける残留放射能は、カーカスで最 も高い濃度 を示 したが、

J征 液や組織における濃度は低かった。また、尿及び糞中残留放射能には用

量相 関性 が認 め られ た。 吸収 され なか った放射 能 の ほ とん ど (798～

983%TAR)が 、皮膚洗浄液か ら検出され、グルホシネー トアンモニ ウム

塩は皮膚か ら吸収 され難い こ とが示唆 された。 (参照 5)

(3)イ ヌ (親 化合物 )

ビーグル犬 (雌雄各 2匹 )に 14c‐ グルホシネー トを 8 mg/kg体 重で単

回経 口投与 し、又はビーグル 大 (一 群
"町

[雄各 6匹 )に 14c_グ ルホシネー

トを 1若 しくは 8 mg/kg体 重 /日 で 10日 間反復経 口投与 して、動物体内

運命試験が実施 された。

① 血中濃度推移
血 中放射能濃度推移は表 5に 示 されている。

反復投与による経時的な血 中濃度上昇は認め られなかった。いずれの投

与群 において も血 中放射能濃度 に比較 し血漿 中放射能濃度 が概ね高かっ

た。8 mg/kg体 重 /目 投与群の雄における血 中及び血漿中放射能濃度の消

表 4 尿及び糞中排泄率 (%TAR)

投与方法 単回経 口 単 回 静 脈 内 単 回 経 口 反復 経 口

投 与 量 (mRた gイ

～
3

試料採取時間 投与後 168時 間 投 与後 168時 間 投与後 96時 間
最終投与後

96時間
.l■ 男J 雄 サ唯 雄 lLl 雄 l唯 雄 1唯

尿 11 9 825 918 77 52 58

糞 89 1 814 177 81 752 886 830 813
ケー ジ洗浄液 17 21 12 / _―

~
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2組 織・臓器 を取 り除いた残澄のことをカーカス とvヽ う (以 下同 じ)。



失半減期はそれぞれ 462及 び 16.1時 間であつた。 (参 照 2)

表 5 血中放射能濃度推移

投与方法 単 回経 口 反復経 口

投与量 lnl″kg体⊃ 8 1 8

21■ 月」 雄 雄 雌 雄 雌

全

血

Tmax(日寺i間 ) 4 4 6 6 6

Cmax(μ
`(ノ `4)

0184 0274 0024 0032 0204 0228
血

漿

Tmax(時間 ) 4 4 6 6 6

Cmax(Itg/g) 0312 0448 0038 0047 0270 0329

② 分布
主要組織の残留放射能濃度は表 6に 示 されてい る。

いずれの投与群において t)、 腎臓で放射能濃度が最 も高 く、次いで肝臓

であった。その他の臓器・組織中放射能はぃずれ も低かつた。反復投与に

よる放射能の蓄積は認 め られなかつた。 (参 照 2)

③ 代謝

排泄試験 [1(3)④ ]で得 られた尿及び糞並びに と殺時に採取 された腎臓

及び肝臓 を試料 として、代訪1物 同定・定量試験が実施 された。

尿、糞及び臓器 中代謝物は表 7に 示 されてい る。

いず れの投与群 においても、糞中の抽出放射能はすべて親化合物であつ

た。尿 中放射能の主要成分 も親化合物であ り、代謝物 として、酸化的脱 ア

ミノ化 の後、脱炭酸 されて生成 した Bの みが認められた。臓器中放射能

の主要成分は、単回投与群では親化合物であつたが、反復投与群では、腎

臓 では Bが 多 く、肝臓では親化合物が多かった。 (参 照 2)

④ 排泄

尿及び糞中排泄率は表 8に示されている。

いずれの投与群においても、主要排泄経路は糞中であり、尿中排泄率は

低かつた。排泄は速やかで、単回投与群では、投与後 24時 間で 80%TAR
以上が糞を介 して排泄 された。反復投与群においても、最終投与 96時 間

後までに約 80%TARが 糞中にυF泄 された。 (参 照 2)

表 6 主要組織の残留放射能濃度 (卜tg/g)

投与

方法

投与量

い彙 体∋

性

別
投与 6時 間後 1) 投 与 24時 間後 1) 最終投与 96時 間後

単回

経 日
8

雄

腎臓 (右 )(16)、 腎臓

(左 )(14)、 肝臓 (04)、

その他 (005以 下)

腎臓 (右 )(12)、 腎臓

(左 )(12)、 肝臓 (12)、

その他(006以 下 )

雌

腎臓 (左 )(24)、 腎臓

(右 )(23)、 肝臓(04)、

その他(006未 満)

腎臓 (左 )(24)、 腎臓

(イ 1)(23)、  月千島哉(12)、

その他 (006未満 )

復

ロ

反
経

1

雄

腎臓 (右 )(03)、 腎臓

(左 )(03)、 肝臓 (02)、

その他 (002以 ド)

腎臓 (右 )(11)、 腎臓

(ノ1)(1 1)、  月干駆散(06)、

その他 (004以 下 )

すべての組織

(01未 満 )

l唯

腎臓 (左 )(05)、 腎臓

(右 )(05)、 肝臓 (03)、

その他(007未 満 )

腎臓 (右 )(05)、 腎臓

(ア〒)(05)、  月干ル哉(04)、

その他 (004未満 )

すべての組織

(01未満 )

8

雄

腎臓 (右 )(38)、 腎臓

(左 )(35)、 肝臓 (24)、

その他(05以 下 )

腎 1蔵 (左 )(64)、 腎臓

(右 )(57)、 肝臓 (35)、

その他 (03以 下 )

すべての組織

(08未 満 )

雌

腎臓 (左 )(42)、 腎臓

(右 )(41)、 肝臓 (15)、

その他(04以 下)

腎臓 (左 )(51)、 腎臓

(右 )(51)、 肝臓 (32)、

その他 (04以 下)

腎臓 (左 )(12)、 腎臓

(右 )(12)、 肝臓 (09)、

その他(02未 満 )

与 群 で は 終投与後の経過‖寺間

表 7 尿、糞及び臓器中代謝物 (%TRR)

J支 与

,「 法

投与量

価よ gイ徊
試料採取時間 試 料 '性 月げ 親化合物 代謝物 B

ブF十由出′性

放射能

■回

経 口
8

投与 6時 間後

か ら 24時間後

まで

尿
雄 11 3

―
―

llL 161

糞
雄 319
雌 783 217

投与 24時間後

腎臓
雄

JII 972

肝 臓
雄

llI 986 14

反復

経 日

1

最終投与後

48時 間
尿

雄

雌

最終投与後

24時間
糞

雄 817
雌 858

最終投与後

48日寺間
尿

雄 753 247
雌 才

最終投与後

24日寺間
糞

雄

雌

最終投与

24時間後

腎臓
雄 167 232
雌 113 172

肝 臓
雄 345
ltt 738 262

出



表 8 尿及び糞 中排泄率 (%TAR)

投与 方 法 単 回 経 口 反復経 口

投与量

(mg/kg体 重)

1 8

性 別 雄 l唯 雄 雌 雄
`唯

尿 97 138 141 141 17 0

糞 817 832 835 802 820 788
ケージ洗浄液 16 12 1馬

洋 回投与群では投与後 時間、反復投与群 で は投与開始 ら最終投

与96時 間後までの排泄率を示す。

(4)ヤ ギ (親化合物 )

泌乳ヤギ (系 統不明、 1頭 )に 、14c_グルホシネー トを 3五 g/kg ttI[/

日 (164 mg/頭 /日 、飼料中濃度約 100 ppmに 相 当)で 、 1日 2回 、4 FJ

間カプセル経 口投与 して、動物体内運命試験が実施 された。投与 1口 か

らと殺 まで毎 日 2回 、尿、糞及び乳汁が、最終投与 15時 間後のと殺時 ir

組織・臓器が採取 された。

腎臓 (06 μg/g)及 び肝臓 (04 μg/g)で 比較的高い残留放射能が認 め

られ、筋肉及び脂肪 (く 0 01 μg/g)では微量であつた。子L汁 中残留放射能

濃度は、投与 2日 で 0 02 μg/gと なつたが、それ以降は変化が認 められな

かった。

各試料中の代謝物は表 9に 示 されてい る。いずれの試料においても、残

留放射能の主要成分は親化合物であ り、主要代謝物は Bで あった。そ●レ

他 に F及 び Z力 少`量検出された。主要代謝反応は、脱炭酸及びアセチノL

化であると推察 された。

主要排泄経路は糞中であった。投与開始か ら試験終了時までに、消化骨

内容物 も含 めると 80%TAR以 上が糞中に排泄 された。尿中排泄率は低 く、

試験終了時までの排泄量は約 3%TARで あつた。乳汁中への排泄はわずか

であり、試験終了時までに乳汁中に排泄 された放射能は 002%TARで あ

った。 (参 照 2、 4)

(5)ニ ワ トリ (親化合物 )

産卵鶏 (品 種及び羽数不明)に 14c_グ ルホシネー トを 2 mg/kg体重/日 で

14日 間反復経 口投与 して、動物体内運命試験が実施 された。

排泄 物 中か ら 90%TAR以上の残留放射能が検 出 され、可食 部か らは

002%TAR未満、卵中か らは 007%TAR検 出された。卵中残留放射能の主

要成分 は親化合物であり、肝臓では B力 認`め られた。 (参 照 4)

(6)ラ ッ ト (代 謝物 B:植物体における主要代謝物 )

Wistarラ ッ ト (一群雌 5匹 )に 、 14c‐ 代謝物 Bを 20 mg/kg体 重で 11

回経 口投与又は単回静脈内投 与して排泄試験が実施 された。

尿及 び糞中排泄率は表 10に 示 されている。

経 口及び静脈内投与群 ともに、主要排泄経路は尿 中であった。両投 与‐Iギ

におけ る尿中排泄率に違いが認め られなかつた ことか ら、代謝物 Bは 大

部分が消化管か ら吸収 された もの と考え られた。 (参 照 2)

(7)ラ ット (代謝物 Z:遺伝子組換え作物における主要代闘物)

① 吸収

a血中濃度推移

Wistarラ ッ ト (一群雌雄各 3匹 )に 14C‐ 代謝物 Zを 3 mg/kg体 重で単

回経 口又は単回静脈内投与 して、血中濃度推移 について検討 された。

lll中 放射能濃度推移は表 11に 示 されている。

単回経 口投与群 では、投与 1～ 12時 間後に Cmaxに 達 した後、速やかに

消失 した。投与 8時間後には血中放射能濃度は 0 006 μg/gに 減少 し、24

時間後 には定量限界未満 (<0 003 μg/g)ま で減少 した。静脈内投与群 にお

いて も血中放射能の減衰は非常に速やかであつた。Tl″ は投与 5分後の値

(C5min)を 基に算 出された。 (参 照 2、 17)

表 10 尿及び糞中排泄率 (%TAR)

投与方法 単回経 ロ 単回静脈内

時 間 投与後 24時 間 投与後 96時 間 投与後 24時 間 投与後 96時間

尿 808 894 859 917
糞 01

ケー ジ洗浄液 27

合 計 860 958 868 934

表 9 各試料中の代謝物 (%TRR)

試 料 腎 臓 肝 臓 乳汁 1) 糞
"

尿
"

グルホシネー ト 490 527 489 759 809
B 294 365 120 137
F 04 07

Z
汁 |

1):投 与 料日日午後搾平L試 料 取

1‐ 18



表 11 血中放射能濃度推移

投与方法 単 lll経 口 単回静脈 内
′性月」 雄 llll 雄 1唯

Tmax(時 間 ) 1 12 008
Cmax(μ g/R)1) 0052 0051 62

T12(時 間 )

α相 09

74

の1) 静脈内投与群については、

(C5mm)を 最大イ直とした。

分 後

b.吸 収率

尿及び糞中排泄試験 [1(7)④ ]に おける静脈内及び経口投与群の尿中排

泄率か ら算出された吸収率は、雌雄とも 5ん 6%で あり、消化管からの吸

収は少なかった。 (参照 2)

② 分布
Wistarラ ット (一群雌雄各5匹)に 14c‐ 代謝物 zを 3 mgノ kg体重で単

回経 口若 しくは単回静脈内投 与し、又は 1,000 mg/kg体 重で単回経 口投

与 して、体内分布試験が実施 された。

主要組織の残留放射能濃度は表 12に 示 されてい る。

投与 96時 間後 においては、ほぼ排泄が終了 してお り、体内残留放射能

濃度 は極 めて低か つた。特に経 口投与群においては、吸収率が低 く体内に

取 り込まれた放射能が少なか ったため、腎臓及び雌の肺で、ある程度の放

射能が認 められた以外は臓器 中の放射能濃度は極 めて低かった。

静脈内投 与群 においては、投与放射能のすべてが体内に入 るため、すべ

ての臓器・組織において経 口投与群 よ りも高い放射能濃度を示 した。分布

は経 口投与群 と類似 してお り、腎臓で最 も高い放射能が認 め られた。次い

で肝臓、牌臓及び雄の生殖腺で比較的高い放射能が認 められた。 しか し、

臓器 ・組織中の放射能は最大で も 006%TAR(静脈 内投与群の雌の腎臓 )

に過 ぎなかった。

また、全身オー トラジオグラフィーの結果においても、両投与群 ともに

腎臓で最 も高い放射能が認 め られ、他の臓器・組織中の濃度は極 めて低 く、

上記の結果を指示す るものであつた。 (参 照 2、 17)

間

表 12 主要臓器等の残留放射能濃度 (μg/g)

③  代謝

Wistarラ ッ ト (―群雌雄各 5匹 )に 14c‐代謝物 Zを 3若 しくは 1,000

mg/kg体重で単回経 口投与 し、又は Wistarラ ッ ト (雄 5匹 )に 単回静脈

内投与 して、代謝物同定・定量試験 が実施 された。

主要組織の残留放射能濃度は表 13に 示 されてい る。

経 口投与群では、尿、糞 ともに抽出放射能の大部分が未変化の代謝物 Z

で あった。主要代謝物は、尿 中では Bで あ り、糞中ではグルホシネー ト

であった。

消化管内容物中の放射能特性が検討 された結果、投与 4時 間後 におい

ては、大部分の放射能 (911%TAR)が腸管内に移動 してお り、胃部 に残

存 してい る放射能は 36%TARであった。抽出放射能のほぼすべてが未変

化 の代謝物 Zで あ り、代謝物 としては、グルホシネ‐ 卜及び B力 わ`ずか

に検 出 された。

静脈 内投与群では、尿 中の放射能はすべて未変化の Zで あ り、代謝物

は全 く認 められなかった。糞中の放射能について も大部分が Zで あ り、

代謝物 としてグルホシネー トが少量検 出 された。

なお、排泄物中に認 め られたグルホシネー トの脱ア ミノ体である Gは、

被験物質の不純物 出来であると考え られた。

代謝物 Zの ラッ トにおける主要代謝経路は、脱アセチル化によるグル

ホシネー トの生成、それに続 く酸化的脱ア ミノ化、脱炭酸による Bの生

成であると考 えられた。 (参 照 2、 17)

11与

方 法

投 与量

lnlty/kg鉢銅⇒

性

別
投与 96時 間後

中 堕|

:ti: I
3

雄
腎臓(013)、 生殖腺 (o ol)、 肝臓 (0005)、 牌臓 (0003)、 カーカ
ス(0002)、 その他(検 出限界未満)

雌
腎臓 (006)、 心臓 (O o4)、 肝臓 (001)、 牌臓 (0004)、 カーカス

(0002)、 その他 (検 出限界未満)

11回

li争 111内
3

雄
腎臓 (02)、 牌臓 (004)、 生殖腺 (003)、 肝臓 (001)、 その他 (001
未満 )

llt 腎臓 (007)、 lll臓 (004)、 肝臓(001)、 その他(001未満 )

投与 2時 間後 投与 96時 間後

単コ

経 ロ
1,000

雄
腎勘蔵(152)、  月卑島茂(862)、  月干ル歳

(99)、 血漿 (27)

肝臓 (04)、 その他く検 出限界未

満 )

1唯
腎臓 (370)、 血 漿 (39)、 肝臓

(29)
肝臓 (03)、 その他 (検 出限界未

満 )



投与

方法

投与量
(mRよ Hイ4モD

試料

採取時間
試 料

性

別

親化合物

(代 謝物 Z)
代謝物

単回

経 ロ

投与後

24日寺閲

尿

雄 B(06)、  G(06)

雌
B(07)、 G(06)、 グソレホシネ‐

(ol)

糞

雄 682
グルホシネー ト(102)、 D(10)
B(06)

雌 684
グルホシネー ト(90)、 D(07'
B(02)

投与

4時間後

胃内容物 雄

腸内容物 雄 871
グルホシネー ト(24)、 G(07
B(05)

1,000
投与後

24時 間

尿
雄

D(007)、  B(005)、  F(0(,3)
G(002)

雌 D(0 B(0 G(0 02)

糞
雄 554

グルホシネー ト(04)、  B(04)
D(008)

雌 639 グルホシネート(07)、 B(03)

単口

調リス内
3

投与後

24時間

尿 雄 848 G(1 1)

糞 雄 17 グルホシネート(01)、 G(002)

投与

24時間後

腎 臓 雄 001 グルホシネー ト(006)、 13(ol)ヽ )1)

月千ル散 雄
グ ル ホ シ ネ ー ト(0013)
B(0006)

検出された G つ い て は 、 被 験 物 質 の 不 純 物 由 来 で あ る らオ■

表 13 尿、糞及び臓器等中における代鵬1物 (%TAR)

④ 排泄

Wistarラ ッ ト (一 群雌雄各 5匹 )に 14c_代謝物 Zを 3 mg/kg体 重で11

回経 口若 しくは単回静脈内投与 し、又は 1,000 mg/kg体 重で単回経 口投

与 して、尿及び糞中排泄試験が実施 された。

尿及び糞中排泄率は表 14に 示 されている。

経 口投与 された放射能の主要排泄経路は雌雄 ともに糞中であつた。排‖t

は速やかであ り、3 mg/kg体重投与群では、24時 間後には 95%TAR以 11

が糞を介 してllF泄 された。 1,000 mg/kg体 重投与群での排泄 は、 3 mg/kg

体重投 与群 と比較 して遅延 し、投与後 24時 間での糞中排泄は雄雌 と()に

60%TAR程 度であつたが、投与後 96時 間では、雌雄 とも投与放射能の lil

ぼすべてが排泄物 を通 して体外 に排泄 され、尿 中排泄率は低 く、投与後

96時 間における尿中排泄量は約 5～ 8%TARで あつた。

静脈内投与 された放射能の主要llF泄 経路は、雌雄 ともに尿中であつたし

排泄は速やかであ り、投与後 4時間で 85%TAR以上が尿を介 してlll泄 さ

れた。 一方、糞中排泄率は低 く、投与後 96時間における糞中lMF泄 量は、

雄で約 2%TAR、 雌で約 4%TARで あつた。 (参 照 2、 17)

表 14 投与後 96時 間における尿及び糞中排泄率 (%TAR)

投与方法 単 回経 口 単回静脈 内 単回経 口

投与量 (mg/kg体重 ) 3 3 1,000

陛 別 雄 」唯 1唯 4t 雌

尿 52 59 968 948 67

糞 975 889 877
ケー ジ洗浄液 005 01 01 33

2.植物体内運命試験

(1)り んご ①

りん ご (品 T41名 :コ ックスオレンジレンネ ット)の培上に、14c‐ グルホ

シネー トを 1,500 g ai/haの 用量で土壌表面処理 し、植物体内運命試験が

実施 された。試料 として、処理 1、 3、 6、 9及 び 14週 間後に葉が、処理

3、 9及 び 14週 間後に果実及び土壌が、処理 14週 間後には枝が採取され

た。

各試料における残留放射能濃度は表 15に 示 されている。

培土に処理された放射能は1直 物体に吸収され、植物全体に分布 した。果

実における放射能濃度は、業及び枝に比べて低 く、収穫時 (処理 14週 後 )

で約 01 mg/kgで あつた。土壌表面に処理された放射能は、主に表面か ら

10 cmま でに分布 し、表層から 15 cm以 深からはほとんど検出されなか

つた。樹全体の重量及び各部位の放射能濃度から、約 1%TARが 植物体に

吸収されたと推定された。 (参 照 2)

表 15 各試料における残留放射能濃度 (mg/kg)

処理後経過週数 3 9

葉  A 0 117 0458 0405
葉  B 0086 0285 0304
果 実 0033 0083 0104
新 梢 0773

短果枝 0811
0

土壌 深度 0‐ 5cm) 1 10 030 041
土 壌 深度 5‐ 10 cm) 071 0 14 014
土 壌 深度 10‐ 15 cm) 009 006 003
」■壌 深度 15‐ 20 cm) く001 く001 く001

/ 取

(2)り んご ②

りんご (品 種名 :コ ックスオレンジレンネッ ト)の培土に、14c‐ グルホ

シネー トを 1,500 g ai/haの 用量で土壌表面処理 し、植物体内運命試験が

実施された。処理 14週 間後に果実試料が採取された。

果実中の残留放射能濃度は 01 mg/kgであつた。この うち 89%TRRが

枝栗採



水で抽 出 され、その大部分が代謝物 Bで あつた。 (参 照 2)

(3)レタス

レタス (品 種名 :Selma系 )の 水耕液 に、 14c‐ グルホシネー トを 045
mg/mLの濃度 となるよ うに添加 し、植物体内運命試験が実施 された。処

理 10日 後 に植物体試料が採取 された。

茎業部及び根部 における残 留放射能濃度 は、それぞれ 085及 び 88
mg/kgで あつた。茎葉部では 90%TRRが水で抽出 され、抽 出放射能のす

べてが代謝物 Bで あった。 (参 照 2)

(4)だいず

だいず (品 種名 :Forest)の 播種時に、14c_グルホシネニ トを 1,000g

ai/haの 用 量で土壌表面処理 し、植物体内達命試験が実施 された。処理 39、

81及 び 155日 後 (収 穫時)に 植物体試料が採取 された。 また、処理 263

日後に、表面か ら 20 cmの 深 さまでの土壌試料が採取 された。

各試料 における残留放射能濃度は表 16に 示 されている。

上壌表面処理 された放射能は植物体に吸収 され、植物全体 に分布 した。

土壌においては、放射能は主に表面か ら 5 cnlま でに分布 し、表層か ら 15

cm以 深か らは検 出されなかった。 (参 照 2)

表 16 各試料における残留放射能濃度 (mg/kg)

処理後経過 日数

種 実 0016 0034
さや 0049 004
葉 0158 0214 0137
茎 00「12 0153 0089
根 02 017 0026

5)と うもろこし

とうもろこし(品 種不明)の 播種 3日 後に、14c‐ グルホシネー トを 1,900

g ai/haの 用量で土壌表面処 JIIし 、植物体内運命試験が実施 された。処理

80及 び 164日 後 (収 穫時)に植物体試料が採取 された。

処理 164日 後における残留放射能濃度 は、茎葉部で 0.114 mg/kg、 種子

で 0 034 mg/kg、 穂軸葉で 0 079 mg/kg、 穂軸で 0 066 mg/kgで あつた。

茎葉部では 605%TRRが 水で抽出され、その大部分 (552%TRR)が 代

謝物 Bで あつた。抽出液中には他の代謝物または親化合物 は認 められな

かった。 (参 照 2)

6)水 稲
14c.グ ルホシネー トを 1,000 g ai/haの 濃度 となるように土壌処理 し、

処理 14日 後に湛水状態 とした後、3～ 4葉期の稲苗 (品 種名 :日 本晴)を

移植 して植物体内運命試験が実施 された。土壌処理 104日 後 (移植 89日

後)に 植物体試料が採取 された。

各部位 における放射能分布及び代謝物は表 17に 示 されている。

培上 に処理 された放射能は植物体 に吸収 され、植物全体に分布 したが、

可食部 である玄米 における放射能濃度は低 く、稲わ らの約 1/20で あった。

いず れの試料 において も親化合物 は検出されなかった。主要代謝物は B
で あ り、その他 に C及 び Fが 検出 された。

主要代謝経路は、酸化的脱ア ミノ化の後の脱炭酸 による Bの 生成、続

いてα酸 化 を受けた後の脱炭酸による Fの生成、又 は脱水 による Cの生成

である と考えられた。 (参 照 2)

表 17 各部位における放射能分布及び代謝物

試 料 稲わ ら もみ殻 玄米

総残留放射能濃度 ms/ks 187 397 052
グルホシネー ト %TRR

B %TRR 759 889 71 8

C 0/OTRR 105 13 11

F %TRR 61

糖 類 %TRR) 145
未同定代謝物M04 %TRR)
未同定代訪物 M10 %TRR) 14

抽出残澄 %TRR) 31
出 されず

(7)だ いず (遺伝子組換え体 )

だいず (グ ルホシネー ト耐性遺伝子組換え作物3、 品種名 :Ignite)の 3

葉期及び開花期に、14c・ グルホシネー トを約 504 g ai/ha(045ポ ン ド/

エーカー)の用量で 2回茎葉散布 して、植物体内運命試験が実施された。

散布直後、2回 目散布直前及び 2回 目散布 85日 後に植物体試料が採取さ

れた。

2回 日散布85日 後の各部位における放射能分布及び代謝物は表 18に示

されている。

茎葉散布されたグルホシネー トは植物全体に移行 したが、可食部への移

行は他の部位に比較 して少なかつた。いずれの試料においても主要代謝物

は Zで あつた。次いで、茎葉部では親化合物及び Bが 、さや殻及び種子

3グ ルホシネー トを コVlア セチル化す るホスフィ

伝子を導入 したもの (以 下同 じ)。

1‐ 23
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では Bが 多 く検出 された。他 に少量の代訓ltt Fが すべての試料 に認 め ら

れた。 (参 照 2)

表 18 2回 目散布 85日 後の各部位における放射能分布及び代謝物

試 料 茎葉部 さや殻 種 子

総残留放射能濃度 (mК /kg) 494 1 47

グルホシネー ト (%TRR) 185 62

B   (%TRR) 136 223 160
F   (%TRR) 57 71

Z   (°/。 TRR) 532 626 608

(8)て ん さい (遺伝子組換え体 )

てん さい (グルホシネー ト耐性遺伝子組換え作物、計,種名不明)の llf

36及 び 59日 後に、14c_グルホシネー トを、それぞれ 600 g ai/ha(合

1,200 g ai/ha)ず つ茎葉散布 し、植物体内運命試験が実施 された。試料

して、散布直後、初回散布 8及 び 15日 後、2回 日散布直後、2回 日散

21及び 146日 後 (成 熟時)に 業部及び根部が採取 された。

2巨 1日 散布後の各試料における放射能分布及び代謝物は表 19に 示 さ

ている。

茎業部に散布 されたグル ホシネー トは比較的速や かに植物体に吸収

れ、根部にも移行 した。いずれの試料においても、残留放射能の主要成

は代謝物 Z及び親化合物であつた。他に微量の B及び F(成 熟時の茎

で 007%TRR)が検出 された。 (参 照 2、 13)

(9)と うもろこし (遺 伝子組換え体 )

と うもろこし (グ ルホシネー ト耐性遺伝子組換え作物、品l種不明)のザt

行収穫予定 日の 112及 び 102日 前に、14c_グ ルホシネー トを約 504 g ai/ha

(045ポ ン ド/エ ーカー)の用量で 2回茎葉散布 して、植物体内運命試 bた

が実施 された。各処理 1時 間後及び 5日 後、2回 目処理 28、 55及 び 102

日後に ltlh物 体試料が採取 された。

2回 目散布 102日 後の各部位 における放射能分布及び代謝物は表 20に

125

＝

計

Ｌ

布

れ

　

さ

分

業

(1

示 され ている。

茎葉 処理 されたグルホシネー トは植物全体に移行 したが、可食部 を含む

雌穂へ の移行 は少なかった。茎業部における主要代謝物は Zで あ り、次

いで B及び親化合物が認 め られた。雌 l・
L試 料では、いずれの部位 (種 子、

穂軸及 び皮)に おいても主要代 l・INl物 は Bで あつた。次いで多 く認 められ

たのは F及 び Zで あ り、親化合物の残留は少なかつた。代謝物 Gは種子

におい てのみ検 出 された。 (参照 2)

表 20 2回 目散布 102日 後の各部位における放射能分布及び代謝物

試 料 茎業部
雌 穂

種 子 穂車由 皮

総残留放射能濃度 (mg/kg) 201 0 130 0251 0872
グル ホ シネ ー ト %TRR) 26

B %TRR) 109 327 439 411
F %TRR) 122 11 0

G %TRR)
%TRR) 544 91 201 189

出

0)な たね (遺伝子組換え体 )

3～ 5葉期 のなたね (グ ル ホシネー ト耐性遺伝子組換 え作物、品種不

明)に 、14c_グ ルホシネー トを 750 g ai/haの 用量で茎葉散布 してt植
物体 内運命試験が実施 された。散布 1時間後、21及 び 120日 後 (成 熟

時)に植物体試料が採取 された。

各部位 における残留放射能濃度は表 21に 示 されている。

茎葉散布 されたグルホシネー トは右I物 全体にほぼ均一 に移行 した。

散布 1時 間後の植物全体か ら、主要成分 として親化合物が 729%TRR、

Zが 182%TRR検 出 された。散布 21‖ 後の茎葉部では、Zが 602%TRR
に増加 し、親化合物 207%TRRに 減少 し、少量の B(67%TRR)が 認

め られた。

散布 120日 後 (成 熟時)の種子及び さや における主要代謝物は B(12
～58%TRR)で あ り、他 に Zが 2～ 18%TRR認 め られた。種子では親

化合物 も 20%TRR以 上検出 された。 (参 照 2、 13)

表 19 2回 目散布後の各試料における放射能分布及び代謝物

散布後経過 日数 0

試 料 茎葉部 根 部 茎業部 根 部 茎葉部 根劇1

総残留放射能濃度  (mR/kg) 201 201 123 675 205 01):'

グルホシネー ト (%TRR) 846 309 418 306 263
B   (%TRR) 22 11 60

Z   (%TRR) 134 643 552 633 671 67〔サ

表 21 各部位における残留放射能濃度

試 料 植物全体 茎葉部 根 部 種 子 さ や

散布後経過時間 1時 間 zrE I rzon 21 日 120 日 日

残留放射能濃度

(ln g/k,)
004 017 007 014

1‐ 26



以上の試験 [2(1)～ (10)]の 結果 よ り、非遺伝子組換え作物 にお けるグ

ルホシネー トの主要代謝反応は、酸化的脱ア ミノ化及び脱炭酸 による B

の生成 であ り、グルホシネー ト耐性遺伝子組み換え作物における主要代謝

反応は、Ⅳ アセチル化 による Zの 生成及び脱炭酸による Bの 生成 と考え

られた。

3 土壌 中運命試験

(1)好気的湛水土壊中運命試験

湛水 した 2種類の ドイツ土壌 (シル ト質埴壌土及び壌質砂土)に 、14c‐

グルホシネー トを 2,000 g ai/haの 濃度で添加 し、22℃ の暗条件下で 94

日間イ ンキュベー トして、好気的湛水土壌 中運命試験が実施 された。

各土壌 中における放射能分布は表 22に 、抽出放射能の主要成分は表 23

に示 され ている。

グル ホシネー トは好気的湛水条件下で比較的速やかに分解 された。推定

半減期 は、シル ト質埴壌土で約 49日 、壌質砂土で約 32日 であつた。

主要分解物は B及び Fで あり、他 に Eも 少量検出された。主要分解経

路は、酸化的脱ア ミノ化、それに続 く脱炭酸 による Bの生成 であ り、B

はさらにβ酸化、脱炭酸等を受け、最終的にはC02等 まで分解されると考

えられた。 (参 照 2)

表 22 各土壌における放射能分布 (%TAR)

供試 土壌 シル ト質埴壌 士 壌質砂土

処理後経過 日数 (日 ) 0 0

水 相 762 522 796 606

土壌
抽 出画分 270

非抽 出画分

揮発性

物質

14co2 51 87

その他 く01

合 計 936 754
出 さ

(2)好 気的土壌中運命試験

2種類の ドイツ土壌 (壌質砂土及び砂壌土)に 、14c.グ ルホシネー ト (遊

離酸体)を 10,000 g ai/haの 濃度で混合 し、22℃ の暗条件で 35日 間イン

キュベー トして、好気的土壌中運命試験が実施された。

処理 35日 後における土壌中放射能分布及び抽出放射能の主要成分は表

24に ラ示さ力L‐(レ るヽ。

グルホシネー ト (遊離酸体)の 好気的土壌中での分解は速やかで、推定

半減期は 35日 以内であった。抽出放射能の主要成分は親化合物及び分解

物 Bで あつた。試験期間内に無機化も認められ、処理 35日 までに約

8%TARが 14co2と して検出された。 (参照 2)

表 24 処理 35日 後における土壌中放射能分布及び抽出放射能の主要成分 (%TAR)

供試土壌 壌質砂土 砂壌土

抽出画分 749
グルホシネー ト 280
B 534
未同定分解物

非抽出画分 132
出 され

(3)土壌吸着試験

4種類 の国内土壊 [シ ル ト質壌土 (茨 城 、高知)シ ル ト質埴壌土 (茨 城 )、

軽埴土 (和 歌山)]を 用いて、土壌吸着試験が実施 された。

各土壌 における Frbundlichの 吸着係数 K8dSは 1_7～ 330、 有機炭素含

有率によ り補正 した吸着係数 Kocは 102～ 788で あらた。 (参 照 2)

4 水中運命試験

(1)加水分解試験

pH 5(ク エン酸緩衝液 )、 pH 7(リ ン酸緩衝液)及 び pH 9(ホ ウ酸緩

衝液 )の 各緩衝液に、非標識のグルホシネー トを 240 mg/Lと なるように

添加 し、25℃ の暗条件下で 30日 間インキュベー トして加水分解試験が実

施 された。

いずれの緩衝液においても分解物は認 められなかった。 (参 照 2)

(2)光分解試験 (緩衝液 )

pH 5(酢酸緩衝液 )、 pH 7(リ ン酸緩衝液)及び pH 9(ホ ウ酸緩衝液 )

の各緩衝液 に、14c_グ ルホシネー トを 15 mg/Lと なるよ うに添カロし、25℃

で 192時 間 (pH 9の 緩衝液のみ 216時 間)キ セ ノンランプ (光 強度 :523

±66W/m2、 波長範囲 :290～ 490 nm)を照射 して水中光分解試験が実施

表 23 抽出放射能の主要成分 (%TAR)

供試土壌 シル ト質埴壌士 壌質砂 土

処理後

経過 日数
0 0

画 分 水 相 土壌 水 相 土壌 水 相 土壌 水 相 土壌 水 相 土 壌 水 相 土壌

グルホシネー ト 762 161

B 127

E

F
一 :検 出 され
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